
福田の獅子舞
五穀豊作と疫病の退散を祈念して氏神に獅
子舞を奉納したと伝えられる。その年12
歳になる子どもが、祭りの主役を務める。

（広島県無形民俗文化財）

高崎の神明さん
華やかな飾り、檜の支柱、3段の櫓、藁の
龍など、市内他地域の神明さんとは造りが
異なる。国道開通以前は海岸に立てられて
いた。

大乗地区今昔

伝統文化

撮影：平成22年11月 撮影：昭和28年頃

日　　時 協　　議　　内　　容

平成18年７月19日 地区割りについて協議

10月24日 協働のまちづくりの内容・方向性について出前講座

12月５日 自治会加入世帯に対し一人１アンケートの実施

平成19年５月31日 アンケート結果の報告及び取り組みテーマについて協議

９月20日 先進地事例について説明

平成20年６月19日 今後の取り組みについて協議

平成21年７月14日 ３自治会長と協議

８月25日 協働のまちづくりの趣旨、経緯及び今後進め方について協議

９月25日 組織づくりに向けたスケジュール等について検討

11月28日 組織体系等の素案づくりを開始することで合意

平成22年１月16日 部会体制及び部員名簿について検討

２月27日 役員（案）、部会の名称、部員名簿、企業・団体の加入について協議

４月28日 規約（案）を協議、役員（案）が決定、キャッチフレーズの募集

８月７日 ５年間の活動計画（案）を協議、キャッチフレーズの決定

10月16日 23年度事業計画・予算（素案）の発表

平成23年２月９日 設立準備会

３月27日 設立代議員会

主な取り組みの経緯

輝く  おおのり  瀬戸のまち輝く  おおのり  瀬戸のまち

大乗地区協働のまちづくりネットワーク
平成23年4月発行

は じ め に

高崎地区、大乗、福田町の３自治会からなるわたしたちのまちは、それ

ぞれの地区が、地域の特性に応じた地域運営を行ってきました。

そして、福祉、環境、防犯、交流など、テーマに応じて、３つの地区が

地域を超えて連携した取り組みを行ってきました。

少子高齢化、環境問題など、地域を取り巻く環境の変化とともに、３地

区が一体となって、地域の課題や魅力づくりに取り組んで行くことの必要

性がますます高まる中、わたしたちは、ここに住民自治組織「大乗地区協

働のまちづくりネットワーク」を立ち上げました。

わたしたちは、今まで以上に、地域の課題や情報を共有し、地域の将来

について話し合っていきます。そして、よりよいまちを実現していくため

に必要なことを形にし、だれもが無理なく参加できる仕組みをつくってい

きます。

取り組みの過程の中に、わたしたちの明るい未来がつまっていることを

信じて。

環境・衛生

福祉・交流

防犯･防災･交通安全

地域の活動地域の活動
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輝く  おおのり  瀬戸のまち輝く  おおのり  瀬戸のまち

福田町自治会
福田地区社会福祉協議会
大乗自治会
大乗地区社会福祉協議会
高崎地区自治会
高崎地区社会福祉協議会
民生委員・児童委員
老人クラブ（円寿会・永寿会・大寿会）
青少年育成竹原市民会議
大乗幼稚園
大乗保育園
大乗小学校
大乗小学校PTA
竹原中学校PTA
大乗駐在所
竹原市消防団第１分団第３部
大乗公民館
大乗ふるさと愛する会
福田町女性会
大乗ハイツ女性会
竹原地区交通安全協会大乗支部
大乗地区防犯組合
大乗自然環境を守る会
電源開発株式会社竹原火力発電所

＜順不同＞

防犯・防災
部会

防犯・防災
部会

●「交通安全・防犯」呼びかけ運動
●  災害危険箇所の調査・啓発
●  各種防災訓練の実施
●  その他防犯・防災に関すること

福祉・交流
部会

福祉・交流
部会

●「ちょっとお願い事業」の実施
●  小学校卒業生を対象とした壁画の製作
●  その他福祉・交流に関すること

事  務  局事  務  局
●  ネットワークの運営に関すること
●  広報紙の作成・配布

●  ３R（ごみの減量・リサイクル・再利用）
　の推進
●  不法投棄・ポイ捨て監視パトロール、回収
　活動の拡充
●  その他環境・衛生に関すること

環境・衛生
部会

環境・衛生
部会
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大乗地区のようす 大乗地区１人１アンケート
調査対象
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人口・世帯数の推移

年齢別・男女別人口構成 平成22年10月１日現在（男性1,178名　女性1,287名）
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あなたが目指す地域像で、キャッチフレーズとして
一番近いのは？（１つまで選択可）
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今後、地域の自治を進めるために、
何が必要ですか？（２つまで選択可）

※自治会加入世帯を対象に実施

竹原市都市計画図（平成9年作成）

調　査　日 平成18年12月5日

調査世帯数 850世帯
（自治会加入世帯を対象）

回収世帯数
（回収率） 413世帯（49％）

アンケート
回答者数 944人

男女別回答率 世代別回答率

男性 47％ 40代以上 75％

女性 53％ 30代以下 25％
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地域で助け合いたいことは何ですか？
（２つまで選択可）
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今後どういうテーマに取り組みたいですか？
（２つまで選択可）
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